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「観る、という支援。」 

UNHCR難民映画祭 2018-学校パートナーズ  

明治学院大学 映画上映会＆トークセッション 
5月 16日（木）横浜キャンパス・6月 13日（木）白金キャンパス 

※入場無料・事前申込不要 
 

2018年度から UNHCR難民高等教育プログラムに参加している明治学院大学では、UNHCR難民映画祭学校 

パートナーズ参加校として、ドキュメンタリー映画「シリアに生まれて」「アイ・アム・ロヒンギャ」の上映会を開催します。

横浜キャンパスでは、国際法における人権と難民の研究者である阿部浩己国際学部教授と認定 NPO法人難民支

援協会の赤阪むつみさんによるトークセッション、白金キャンパスでは、日本で暮らすロヒンギャ難民のカディザ・べ

コムさんによるトークセッションも予定しています。 
 

「シリアに生まれて」  （監督：エルナン・ジン/デンマーク、スペイン/2016年/84分） 

シリア危機により2011年以降、故郷を後にした多くの子どもたち。長く過酷なヨーロッパへの道のり、難民キャンプや

見知らぬ土地で、爆撃により負傷し、家族と生き別れてもなお希望と共に生きる 7人にカメラが寄り添います。 
  

「アイ・アム・ロヒンギャ」  （監督ユスフ・ズィーネ/カナダ/2018年/90分） 

ミャンマーから命がけでバングラデシュに避難した 14人の若きロヒンギャ難民。カナダに定住した彼らは、 “忘れて

はならない悲劇”を世界中に伝えるために、演劇という手段で自らのアイデンティティに向き合いながら奮闘します。 
 

映画の上映とトークセッションを通じて、難民の現状について来場者の皆さまとともに考えていきます。 

ぜひ、イベントの告知ならびに取材のご検討をよろしくお願いいたします。 
  

 

UNHCR 難民映画祭 2018-学校パートナーズ 明治学院大学 映画上映会＆トークセッション 
 
「シリアに生まれて」 

■日時： 2019年 5月 16日（木） 15：05～18：15 （開場 14：55） ■定員： 290名 

■場所： 明治学院大学横浜キャンパス 7号館 712教室 

 （横浜市戸塚区上倉田町 1518）  
 

「アイ・アム・ロヒンギャ」 

■日時： 2019年 6月 13日（木） 15：05～18：15 （開場 14：55） ■定員： 300名 

■場所： 明治学院大学白金キャンパス 本館 1301教室 （港区白金台 1-2-37） 
 

■参加費： 無料、事前申込不要 

■上映映画ウェブサイト： UNHCR難民映画祭 2018 

                      http://unhcr.refugeefilm.org/2018/ 

■主催： 明治学院大学  ■後援： UNHCR駐日事務所・国連 UNHCR協会  

■お問合せ先： 明治学院大学国際平和研究所 TEL： 03-5421-5652 ／ E-MAIL： prime@prime.meijigakuin.ac.jp 

©2016 Contramedia Films / La Claqueta PC 

©Innerspeak Media 


